



















工 学 博 士
第 1 8 9 7 可仁ゴ
昭和 45 年 2 月 28 日












本論文は爆発成形加工法の基本的機構についての研究結果を述べた第 1 部(第 1--第 5 章)と，




















第 9 章では水深効果特性(第 3 章)， 空気層設定法(第 7 章)， ならびに段発式成形法(第 8
章)を，大形品その他の実用部品に適用した成形例を述べ，その実用性を確認している。
論文の審査結果の要旨
本論文は耐熱金属材料や大型部品のように，従来の方法では成形困難な加工を行なう場合に有
力な方法として近時使用されはじめている水中爆発成形法の基本的機構を解明し，それに基づき
有効な改善方法の方向を示し，且つ新しく開発した成形法について述べたものである。
特に詳細な高速度撮影によって，従来あいまいであった成形機構の重要な要因は，いわゆる爆
発の衝撃波のみではなく，ガスエネノレギならびに噴流であることを見出し，この観点から有効な
成形を行なうための基本方針を明確にし，その実証として空気層設定法，段発成形法などの新し
い有効な成形法の開発を行ない，多くの新しい知見を得ている。
以上の結果は，高速度成形加工，特に爆発成形加工の理論的解明ならびに工業的応用に資する
ところ大きく，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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